
●社会科学専攻カリキュラム・ポリシー 
 

社会の諸問題を、確かな深い専門知識と幅広い視野をもって考究できるカリキュラムを

用意しています。具体的には、法学・政治学・経済学・経営学など、専門的領域の研究視

点に基づいて学ぶことができます。 単位修得基準は合計３０単位と修士論文です。単位

の内訳について、標準在学コースの場合は必修科目１０単位、選択必修科目１２単位、自

由選択科目８単位、短期在学コースの場合は必修科目８単位、選択必修科目１４ 単位、

自由選択科目８単位の修得となります。 

 

－２年間のカリキュラムと研究指導－ 

●１年生：専門的知識の充実と地域社会が抱える課題の理解 

様々な学問領域の専門的な考え方や知識を学びながら、「三重の文化と社会Ⅰ」「三重

の文化と社会Ⅱ」（選択必修科目）を通じて地域理解の能力を高めます。これと同時に地

域社会が抱える課題を解決する方法を考えます。 

●２年生：修士論文の研究を通じた２年間の総括 

高度な専門知識を修得しつつ、地域における政策形成、企業活動等の状況を学びます。 

指導教員（および、標準在学コースの場合には副指導教員２名）の指導の下に修士論文を 

作成し、その成果を修士論文発表会で発表します。修士論文は主査１名、副査２名によっ 
て審査されます。また、論文を中心とする最終試験（口答または筆答）で合格した者に、 
学位が授与されます。 
 

（カリキュラムの図） 

 


